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     作業療法士の役割を改めて思う… 

私の決意 
 

                        所属 宇部中央病院 
                            氏名 河野 聡子 

 

 
 
 
 
  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県作業療法士会の 900名を超える会員の皆様！日々「作業療法を通じて県民の健康と幸

福に貢献する」ため、医療・福祉・教育・地域づくりなど多様な分野でご尽力頂いていること

に敬意を表します。 
今回初めてここに寄稿することになり、改めて自分の「作業療法」理解を書き出してみまし

た。【作業療法は、病気や障害、加齢などによって日常生活に困難を感じている方が「その人

らしい生活」を取り戻すためのリハビリテーション。対象者の ADL や仕事、趣味など、誰に

とっても大切な「作業」を支援し、心身の機能回復や社会参加を共に目指す。】言葉に表して

みたものの行動が伴っているか…。 
新人作業療法士の初々しい姿を見て、改めて一人ひとりの価値観や目標に寄り添い、個別性

を大切にした支援を心がけよう！と初心にかえり丁寧に関わろうと思う日々です。 
2025 年は医療・福祉の現場において大きな変化が続く年です。特に地域包括ケアシステム

のさらなる推進や、障害の有無にかかわらず 誰もが豊かに暮らせる社会の実現に向け、作業

療法士への期待がますます高まっています。昨年度、山口県作業療法士会と宇部市は「健康み

らい共創協定」を締結しました。作業療法士が、健康で自分らしく暮らせるまちづくりへ寄与

することを期待されている“公の証拠”とも言えると思います。この期待に応えられるよう、

行政や他団体と連携し行動していかなければならないと思っています。 
また近年の国家試験の出題範囲を見ると「作業療法管理学」や「基本動作」「支援機器・自

助具」などへ拡大しより幅広い知識が求められるようになっています。これは、現場での専門

性だけでなくチーム医療の中でのマネジメント力も重要視されていることを示しています。新

たな知識の習得とともに、現場での柔軟な対応力が今後の作業療法士には不可欠です。 
地域におけるニーズは多様化し、在宅や施設、学校、職場など、あらゆる生活の場で力を発

揮することが求められています。デジタル支援機器の進化から新しいサービスの拡大も図られ

ています。高齢者や障害者の自立支援だけでなく、孤独や社会的孤立の解消、地域コミュニテ

ィの活性化にも積極的に関わることが、これからの作業療法士の重要な役割です。 
こうした種々の変化に柔軟に対応し一人ひとりにより善い作業療法を提供するためには、学

び続ける姿勢と協調が欠かせません。 
これからも学術研鑽・資質向上に努め、会員同士の交流の場に参加し、研修会など情報発信

を行っていきたいと思います。 
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1. 日 時：令和 7 年 7 月 6 日（日） 9 時〜16 時 （受付 8 時 30 分〜） 
2. 開催方法：Web 開催（Zoom） 「ミーティング ID」「パスコード」等は、後日連絡いたします。 
3. 対 象 者：（一社）日本作業療法士協会会員 
4. テーマ及び講師： 

9:00～10:30 身体障害領域の基礎知識 
山口県済生会豊浦病院 

齊藤 隆一 先生 

10:40～12:10 急性期の作業療法 
山口県立総合医療センター 

内田 亜記 先生 

12:50～14:20 回復期の作業療法 
周南リハビリテーション病院 

御書 正宏 先生 

14:30～16:00 生活期・終末期の作業療法 
三田尻訪問看護ステーション 

古谷 正登 先生 

5. 参 加 費：中国地方県士会員 3,000 円 その他県士会員 4,000 円 非会員１5,000 円 
申し込み後、担当より支払いのご案内をメール致します。PassMarket を通じての支払 
いとなります。 

6. 申込方法：https://forms.gle/tozrcsBpVe2aeVvt7 または QR コードより必要事項を記入してください。 
【注意事項】 
パスマーケットの利用にはヤフーID の取得が必須です。ヤフーＩＤを取得の上ご利用ください。 
できるかぎりヤフーID の取得をお願いします。 
ヤフーＩＤの取得ができない方は、メール（ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com）か電話（083-920-0171）
にて事務局に連絡して下さい。振込口座を連絡します。 
原則として参加費の返金はいたしません。万が一返金の必要があるときは手数料を差し引いて返金し

ます。 
7. 申込期間：令和 7 年 5 月 1 日（木）〜令和 7 年 6 月 23 日（月） 
8. 問合せ先：山口県立総合医療センター リハビリテーション部 山口 真子 

Tel：0835-22-4411 E-mail：rihabiri@ymghp.jp  
当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

 

 

 
 

この度、現職者選択研修会（身体障害領域の作業療法）ついて研修を行うことと致しました。 
Zoom での web 研修会といたします。当日 Zoom の操作など必要となりますので、事前に準備をお願いいた

します。研修を運営するにあたり、皆様にもご協力をいただく点もありますが、多くの学びや気づきにつなが

るよう、より多くの皆様に参加いただけるようよろしくお願いいたします。 

研修会案内 
 

県士会主催の研修会案内 

「令和 7 年度 現職者選択研修  

身体障害領域の作業療法」のご案内 

申込用 QR コード 

https://forms.gle/tozrcsBpVe2aeVvt7
mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
https://forms.gle/tozrcsBpVe2aeVvt7
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1. 研修会名：第 2 回 山口ハンドクラブ研究会 
2. 対 象：医師，コメディカル 
3. 開催会場：小郡第一総合病院 5 階 大会議場 
4. 日 程：7 月 5 日（土） 

14：30 から一般演題 
16：40 から特別講演  

5. 参 加 費：医師 1000 円，コメディカル 500 円（会場にて徴収） 
6. 申し込み：なし 
7. 特別講演：手関節障害に対する関節鏡と神経障害性疼痛治療 

建部将広（愛知厚生連 安城更生病院 整形外科 代表部長） 
 

 
 
 
 
 
 

 
1. 研修会名：2025 年度 第 5 回ハンドセラピィ学会全国研修会 
2. 対 象：作業療法士，理学療法士のみ 
3. 開催方法：web 上でのオンライン・オンデマンド方式 
4. 日 程：2025 年 7 月 27 日(日)オンライン 

2025 年 8 月 3 日(日) ～ 9 月 3 日(水)オンデマンド  
5. 参 加 費：会員 5000 円，非会員 10,000 円（テキスト代込） 
6. 申し込み：事前申し込みのみ 
7. 募集期間：オンライン講義+オンデマンド視聴（5 月 9 日〜7 月 11 日） 

オンデマンド視聴のみ       （5 月 9 日〜8 月 15 日） 
8. 内 容： 

母指 CM 関節に対するハンドセラピィ 
講師：斎藤和夫先生（東京家政大学） 

手指伸筋腱皮下断裂に対するハンドセラピィ 
講師：谷口しのぶ先生（安城更生病院） 

前腕・手の筋の超音波画像と筋電図 
講師：車谷洋先生（名古屋市立大学） 

外傷手の拘縮予防 
講師：越後歩先生（札幌徳洲会病院） 

運動制限の影響とハンドセラピィへの応用 
講師：飯塚照史先生（奈良学園大学） 

手関節鏡による手術と術後リハビリテーションの実際 
講師：椙田芳徳先生（山口県済生会下関総合病院） 

手指屈筋腱損傷後のハンドセラピィ 
講師：油井栄樹先生（愛野記念病院） 

熱傷のハンドセラピィ 
講師：武藤光弘先生（JCHO 中京病院） 

 

他団体主催研修会 

山口ハンドクラブ 
研修会のお知らせ 

一般社団法人 日本ハンドセラピィ学会主催  
全国研修会のお知らせ 



一般社団法人 山口県作業療法士会 会報 No.353     2025.6.1 発行 

5 
 

 
 
 
 
 
 



一般社団法人 山口県作業療法士会 会報 No.353     2025.6.1 発行 

6 
 

第１回自助具コンテスト 
 

作業療法の現場では毎日のちょっとした工夫やアイデアが、対象者の「その人らしい生活」を支え

ています。そんな工夫をたくさんの人と共有するために、山口県作業療法士会では「自助具コンテス

ト」を開催いたします。 

 使う人にとって本当に役立つ、現場で生まれた自助具を募集します。手作りの便利グッズや、ちょ

っとした工夫でも大歓迎！「こんな工夫があったのか！」という驚きや楽しさを、みんなで分かち合

いましょう！ 

 

応募対象：日本作業療法士会＆山口県士会に登録している作業療法士 

募集内容：日常生活（ADL/IADL）をサポートする、自分で考えて作った自助具                      

                  ※市販の道具を少し工夫しただけのものでも OK！  

   例えばこんな自助具 ・食事、更衣、整容などのセルフケアを助けるもの 

               ・掃除、洗濯、料理など家事のサポートグッズ 

             ・外出や移動を助ける道具 

             ・認知機能へのサポートを目的としたものなど 

応募期間：令和 7年 6月 1日（日）～ 9月 15日（月） 

表 彰 式：令和 7年 9月 28日（日） 第 36回山口県作業療法学会内を予定 

                      （会場：JA山口県防府とくぢ統括本部） 

主 催：山口県作業療法士会 住環境福祉機器委員会 生活行為工夫情報 

応募・問い合わせ：住環境福祉機器委員会（担当 岡） 

 （mail）y.jyukankyo@gmail.com 

    

申し込みはこちらから             応募用紙ダウンロード 

                      

 

 

 

 

 
 
 
https://forms.gle/9GoDA2wHJRXvVMxj8     https://forms.gle/poTe3Ak3zoxEKfjB6 

                                                          
 

 
 
 
 
 
 
 

mailto:y.jyukankyo@gmail.com
https://forms.gle/9GoDA2wHJRXvVMxj8
https://forms.gle/9GoDA2wHJRXvVMxj8
https://forms.gle/poTe3Ak3zoxEKfjB6
https://forms.gle/9GoDA2wHJRXvVMxj8
https://forms.gle/poTe3Ak3zoxEKfjB6
https://forms.gle/poTe3Ak3zoxEKfjB6
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（（R7.4.15～R7.5.8） 
＜他県士会ニュース＞ 
岡山県 ニュース№141 
兵庫県 ニュース№84 
福岡県 会報 第 159 号 
長野県 会報 №238 
群馬県 ニュース第 160 号 
北海道 ニュース 第 179 号 
 
＜冊子・パンフ等＞ 
山口県弁護士会 会報№90 
日本精神科看護協会 創立 60 周年記念誌 
 
 
 
 
（R7.4.5～R7.5.7） 
施設情報 
＜新規施設＞ 
（山口地区） 
・まえば小児科こども支援矢原事業所  

〒753-0861 山口県山口市矢原 1085-3 
TEL:083-902-8881 FAX:083-902-8882 

・山口市役所障がい福祉課  
〒753-8650 山口県山口市亀山町２番１号 
TEL:083-934-2794 FAX:083-934-4142 

 
＜不在籍施設＞ 
（下関地区） 
・在宅看護センターヴィータ 
（山口地区） 
・まえば小児科こども支援吉敷事業所 
・社会福祉法人アス・ライフ 放課後デイサー 

ビスみらいフォア・アス 
（宇部小野田地区） 
・西川医院 
＜所在地変更＞ 
・下関市豊浦地域ケアセンターひびき苑  
〒759-6302 山口県下関市豊浦町大字小串

10007-3 
TEL:083-772-2231 FAX:083-772-4605 

＜名称変更＞ 
・豊浦町地域ケアセンターひびき苑→下関市豊 

浦地域ケアセンターひびき苑 
 
 

 
 
 

会費の納入をされた方には、1 年間有効

の県士会の会員証を発行いたします。  
会員証がお手元に届くまでは振込受領証を

必ず保管してください。  
総会に参加された方がいる施設の会員証

は、総会参加者にお預けしております。  
参加者がいなかった施設は、5 月末に会

員証を郵送いたします。  
振込済みの方で会員証が届かない方は事

務局までご連絡ください。  
 
正会員の方へ 2025 年度の会費振込用紙をお

届けしております。各コンビニから振込みがで

きる振込用紙となっております。(郵便局では

使用不可) 
8,100 円の額面となっておりますが、年会費

8,000 円にコンビニの振込手数料 100 円を含め

ての 8,100 円ですので、郵便局からお振込の方

は指定の振込用紙に金額 8,000 円と記入し振り

込んでください。また、2024 年度会費未納の

方には合算して請求させていただいています。 
お振込みがまだの方は、早急のお支払いをお願

いします。 
・4 月末日以降にお振込みの場合は、会員証発

行に時間がかかる場合があります。会員証が届

くまでは払込受領証を必ず保管しておいてくだ

さい。 
・コンビニ用振込用紙を紛失された方は、郵便

局に振込用紙がありますので、会員氏名・ＯＴ

協会会員番号を記入し、年会費（￥8,000）を

下記まで振り込んでください。 
間違えて、8100 円の納付をされた場合は、

超過分返金いたしませんので、ご了承ください。 

 
 

 
 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局  

TEL：083-920-0171 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰ

ﾑﾍﾟｰｼﾞからも変更出来ます） 

 

事務局より 

 

着文書 財務より 

施設情報 

郵便局  記号番号：01590-5-11556 

加入者名：山口県作業療法士会 
ゆうちょ銀行 一五九店当座預金 0011556 
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今年も暑い夏になりそうな気配がしますが、6 月に入ると、この時期の風物詩として「蛍」が

あります。蛍の生態や鑑賞について紹介していきます。 

 

【蛍の生態について】 

ホタルは暗めの静かできれいな水辺を好みます。深すぎない川底に砂やレキがあり、餌となるカワ

ニナのいる穏やかな清流に多く棲みつきます。産卵できる水苔、さなぎになるための土草がる場所が

必要です。 

ホタルが生息できる環境は河川工事などに伴い、年々減少しています。 

ホタルの生涯は約 1 年ですが、そのほとんどは幼虫期。生まれてから約 10 か月間は水の中でカワニ

ナやタニシなどを食べながら過ごしています。陸に上がり土の中でさなぎになってから 40～50 日間は

何も食べません。ようやく羽化して成虫になったら 10 日前後で寿命を迎えてしまいます。成虫の間は

水しか飲めず、産卵した後は 2～3日でその短い生涯を終えます。 

 

【蛍の見られる条件】 

毎年初夏の季節にだけ飛ぶホタル。見られる期間は、地域や気候、平地か山地など環境の違いによ

って変わります。全国的にホタルが出現するピークはおよそ 5月下旬から 7月上旬です。 

● 飛翔する時期（例年） 

西日本：5月中旬～6月 

東日本：5月下旬～7月上旬 

● 飛翔しやすい時間帯 

およそ 19時～22時 

激しく乱舞するピークは 19時ごろから約 1時間 

● 天候条件 

湿気が多く風の少ない夜によく飛び回ります。雨が降る前と後、曇り空や月明かりのない新月のこ

ろが狙い目です。 

 

【鑑賞のマナー】 

・ホタルは虫ですので、虫よけをする場合は顔など最小限にとどめましょう。 

・移動時にはホタルが驚かないよう、明るさが弱めのライトで足元だけを照らすようにしましょう。 

・撮影時はカメラのフラッシュも厳禁です。ホタルは人工の光が苦手なため、光らなくなってしまい

ます。スマホ画面も暗めの設定に。 
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【編集後記】 
この度、3 人目の子どもが産まれました。出産に立ち会い、命懸けで産んで 

くれた妻に本当に感謝です。育休を取らせてもらえる職場にも感謝。 
 
赤ちゃんを世話したがる子どもたちにも感謝。改めて、色々な人に支えて 

もらえてることに気づく機会になりました。 
 

 
文責：吉長 

 
 
 
月１回発行   

□ 発行：山口県作業療法士会 ニュース編集委員会  

□ 編集担当：石丸 拓也 (専門学校 YICリハビリテーション大学校) 

       山本 隆次 (医療法人 愛の会 光風園病院) 

吉長 卓真（医療法人社団 宇部中央病院） 

鍵本 州英（介護老人保健施設 寿光園） 

岡本 春奈（リハビリデイサービスプラスワン） 

□ 印刷所： 社会福祉法人山口県コロニー協会経営 ワークショップ・山口 コロニー印刷 
 
 
 
 
 

記事の掲載依頼について 

≪一般社団法人 山口県作業療法士会 事務局≫ 
〒753‐0851 山口県山口市黒川 2572‐1 メゾン西京 103   
事務 児玉・岡﨑(Tel/Fax：083-920-0171 Mail：ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com ) 

Web：http://www.y-ot.jp/ 
 
 
 

☆ 原稿締め切り日は定例で毎月第 2日曜日としております。（変更の場合あり） 

次回 7月号（No.354）は令和 7年 6 月 8日が締め切りで、発行日は令和 7年 7月 1日頃です。

記事掲載希望の方は下記 E-MAIL アドレスへ送ってください。 

E-mail：yot_news@hotmail.co.jp 

（書式は Word、フォントは明朝 10.5P英数字は半角でお願いします。） 

＊編集の都合上、レイアウト等一部変更させて頂くことがあります。ご了承ください。 

☆ ニュースに対するご意見、ご感想をお待ちしています。 

＜県士会ニュース編集委員会＞ 編集委員長：YICリハビリテーション大学校  石丸 拓也 

（TEL）0836-45-1000 （FAX）0836-45-1010  

山口県作業療法士会 
LINE 公式アカウント 

山口県作業療法士会 
公式 Instagram 

それっちゃデジタル版 

https://www.instagram.com/yamaguchi_ot/
mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
http://www.y-ot.jp/
mailto:yot_news@hotmail.co.jp
https://y-ot.jp/members/newsletter/
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